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２０２１年６月３０日 

各 位 

会社名 三菱電機株式会社 

代表者名 執行役社長 杉山 武史 

（コード番号 ６５０３ 東証第一部） 

問合せ先 広報部長 阿部 恵成 

（ＴＥＬ ０３－３２１８－２３３２） 

 

 

 

当社鉄道車両用空調装置等の不適切検査に関する件 

 

 三菱電機株式会社は、当社の長崎製作所（長崎県西彼杵郡時津町）が製造する鉄道車両用空調

装置の一部において、購入仕様書の記載とは異なる検査の実施や検査の不実施、検査成績書への

不適切な記載を行っていたことが社内調査で 6 月 14 日に判明したので、お知らせします。 

また、調査を進める中で、過去に出荷した鉄道車両用空気圧縮機ユニットの一部において、購

入仕様書の記載とは異なる検査の実施や検査の不実施が、6 月 28 日に判明いたしました。 

 

当社は本件の判明後、直ちに当該製品の出荷を停止し、適正に検査が完了していることを確認

した製品のみを出荷しております。現在、お客様である鉄道事業者等に状況をご報告していると

ころです。なお、これまでに出荷した当該製品の製品そのものの安全・機能・性能には問題がな

いことを、当社として確認しております。また、本件に起因する事故は確認されておりません。 

 

本件につきまして、お客様や関係者の皆様に多大なるご迷惑をお掛けしていることを深くお詫

び申し上げます。 

 

当社は本件を重く受け止め、原因を究明し、再発防止を策定次第、速やかに公表いたします。

また、当社グループ内における同事象の有無について、外部の弁護士等を含む調査委員会を組成

し点検いたします。 

 

なお、現時点で、本件による当期の連結業績予想の修正はありません。今後、お客様への対応

や再発防止策の展開などに真摯に取り組む中で、影響が見込まれる場合には速やかに公表いたし

ます。 

 

 不適切な内容（2021年 6月 30日時点） 

契約によってお客様ごとに購入仕様書に記載される項目は異なりますが、判明した不適切な内

容は以下のとおりです。 

（1）購入仕様書の記載とは異なる検査の実施、検査の不実施 

① 冷房能力試験・冷房消費電力試験において、異なる温度湿度条件で試験を実施し、良否を

判定 

② 暖房機能付き装置(ヒートポンプ暖房形)を対象とした暖房能力試験･消費電力試験におい

て、異なる温度湿度条件で実施 

③ 防水試験において、異なる試験方法で試験を実施し、良否を判定 

④ 過負荷試験・振動試験・絶縁抵抗試験・耐電圧試験・形状及び寸法検査の一部において、

仕様書の記載と異なる社内試験要領に基づき実施 

⑤ 空気圧縮機ユニットの後継機種の形式試験において、先行機種から変更なく採用した内部

の圧縮機に関わる特性試験は実施せず、先行機種での試験結果を採用 
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（2）検査成績書の不適切な作成 

一部のお客様に提出した検査成績書に実際の数値とは異なる数値を記載していた。 

① 指定の寸法検査を実施せず、検査成績書に数値を記載 

② 指定の試験方法とは異なる防水試験により判定し、結果を記載 

③ 指定の環境条件とは異なる条件下で冷房能力試験・冷房消費電力試験を実施し、指定の 

条件下で先に検査合格した形式試験時の結果を参照し、検査成績書を自動作成 

 

以 上 

 


